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　　　　褥瘡予防対策管理委員会　第1回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成　26年5月14日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：16：00～16：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録： 滝田　文子

	担当ＡＯＭ

小向
	三沢

担当ＡＯＭ

村山
	委員長

藤原

（香）
	副委員長

鳥谷部（久）
	馬渡Dr
	滝田
	上口
	秋山
	橋本

　（弘）
	原

	○
	三沢
	○
	○
	公休
	○
	明け
	業務
	○
	○

	苅田
	　神
	三浦

（真）
	馬渡

（真）
	橋本

（静）
	根岸
	
	
	
	

	業務
	○
	○
	○
	病欠
	三沢
	
	
	
	


· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜連絡事項＞
1 データ管理を各部署の委員は入力作業行って下さい。褥瘡予防対策管理委員会→2014→データ→①褥瘡データベース②新規入院患者

②委員会のフォルダ内に「集計」のフォルダがあるので褥瘡治療中の方、発生リスクの高い方であり、看護　

　計画を立て予防に努めなければいけない方の人数を毎月月末に入力して下さい。

③入院があった際は、入院時の予防診療計画書の作成を入院先の部署委員にて行って下さい。作成者、馬渡Dr、藤原委員長の確認印が必要となります。その後、カルテへ綴じて下さい。
4 画書の月1回の評価は継続して行う。

5 発生・治癒・未治癒報告書の作成と提出を行う。発生、持ち込み、治癒に関してまずは委員長にメールで報告をして下さい。報告書は委員長（藤原）と副委員長（鳥谷部）と連名となります。作成後は藤原委員長へ提出して下さい。

6 外部の褥創の研修会にも積極的に参加して行きましょう。

＜議事内容＞
今年度の達成目標　
1） 報告書の統計・保管報告書の統計・保管

1 毎月の委員会開催時に報告書の確認を行い、褥創状況の把握を行う。

2 1年間に褥創が何件発生するのか把握する。

2） 診療計画書に基づいた対策の実施・評価・指導・保管

1 入院時の予防診療計画書の作成

・OHスケールでの評価

・褥創発生リスクの高い患者様に対し、看護計画を立案する。

・デザインでの褥創評価

2 診療・看護計画書の作成

・ブレーデンスケールでの評価

・デザインでの褥創評価

3 実施・評価・指導

計画が適切に評価され治療に反映しているか管理していく。

④パソコン管理とし原本を診療録に閉じる。

3） 勉強会の実施

上半期は委員会内で実施。下半期は委員会メンバーが各部署で実施。褥創予防について重点的に行う

4） 病棟ラウンド

毎月1回、第4月曜日の午前に行う。メンバーは委員長、副委員長、ラウンドの分担についたスタッフの3名で実施。5月は26日10時南病棟集合。

7 診療計画書を準備し評価する。現在のケア法の確認と適切に行われているのか検討する。

8 ラウンド結果を委員会で報告し委員より部署スタッフへ伝達しケア内容の周知を図る。

5） 褥創予防対策

褥創後発部位の観察を行い早期に発見、対応する。特にリスクの高い方は定期的な評価を実施し

ケア方法について検討を行う。栄養状態について評価を行い、必要に応じて栄養補助食品を

提供していく。

6） 委員会の開催

毎月第1水曜日　15:30～

～　褥創発生者の確認と処置の評価　検討　～

＜東病棟＞

新たな褥創発生者なし。

高リスクの方

其田淑子様　高橋礼子様

＜南病棟＞

新たな褥創発生者なし。

梅内　昭夫様～仙骨部　イソジンシュガー

　　　　　　　栄養チームでアルギニン入りのメイバランスの飲用を南病棟側に提案、検討中。

勝田　ヒモエ様～右内果部　ディオアクティブ　　継続

＜西病棟＞

新たな褥創発生者なし。

＜北病棟＞

新たな褥創発生者なし。

＜南山苑＞

新たな褥創発生者なし。

2階　小山　正好様～仙骨部→洗浄＋ゲーベン＋ガーゼ+ラップ保護

　　　中村　敏夫様～右第一指、五指の付け根→ゲーベン+ガーゼ+ラップ保護

　　　楢崎　ミヨ様～右踵、左大転子部→洗浄、ゲーベン+ガーゼ+ラップ保護

　　　百目木　伸一郎様～右大転子→ゲーベン+ガーゼ+ラップ保護

　　　貝吹　正夫様～仙骨部→洗浄+イソジンシュガー+ガーゼ+ラップ保護　　以上継続

高リスクの方

　　　杉本　茂様　阿部節子様　小坂康子様　軽米フシ様　石橋良ニ様　石橋良一様

3階　市川様～右臀部　注入器洗浄+コメガーゼ+イソジンシュガー+ガーゼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上継続

＜南寿の里＞

・高リスクの方１名軽減傾向にある。

⇒褥瘡になる可能性の方もリストアップしておいた方が良い。

※次回　定例委員会

6月4日（水）15:30～　病院2階会議室

